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１.事業の運営目的と概要 

■運営目的 

 

本プログラムは、企業や団体等で働く女性や就業を目指す女性が、ジェンダーに関する基礎知

識・多様性への理解・自分らしいキャリア形成について体系的に学び、 

組織内でリーダーとして活躍できる能力と視野を育むことを目的として運営する。 

具体的には以下のような目的を包含する： 

 

⚫ ジェンダー平等に関する正しい理解の促進 

⚫ 無意識のバイアス（アンコンシャス・バイアス）への気づきと解消 

⚫ 家庭・職場・社会に存在する構造的課題の把握 

⚫ 多様な価値観を尊重したリーダーシップの育成 

⚫ 世代・立場を超えた対話を通した視野の拡大をはかる徳育 

⚫ 自分らしさを基盤としたキャリア形成の支援 

⚫ 企業・組織での改善行動につながる実践力の育成 

 

 

【ターゲット】 

本プログラムの主な対象者は、企業や団体等でリーダー、マネジメント職、管理職等を目指す女

性、またはそのポテンシャル層（候補者）を対象とする。 

 

 

■概要 

 
今年度も京都女子大学、日本女子大学、福岡女子大学、椙山女学園大学、宮城学院女子大学の 5

つの女子大学および女性教育機関や企業と連携した。 

それぞれの大学・女性教育機関・企業に女性リーダー育成の経験とスキルがあることから、多様

な立場の女性を総合的に支援するマネジメント力養成の視点を活かし、それぞれの特徴的な講座

を提供した。 
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２.スケジュール/実施概要(2025 年 5 月～2026 年 3 月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座企画 募集活動 オリエンテーション 

大学・団体・企業 

との連携 

リカレントの詳細を告知 

受講希望者へフォローアップ 
受講前フォロー 

＋ 

女性のためのリカレント 

教育に実績のある５大学 

が協働したプログラムを 

開設。 

（京都女子大学、日本女

子大学、福岡女子大学、

椙山女学院園大学、宮城

学院女子大学） 

連携する団体や企業へ 

プログラム提供を依頼。 

＜女性教育関連団体＞ 

・(公財)市川房枝記念会

女性と政治センター 

・(独)国立女性教育会館 

＜企業＞ 

・西日本電信電話(株) 

・オムロンエキスパート

リンク(株) 

 

 

ホームページ開設 

ホームページにてプログラム内容を詳細

に公開し、応募した。 

 リーフレットの作成 

リカレントを PR するリーフレットを制

作。連携先企業中心に配布し、ホームペ

ージへの誘導をはかった。 

その他、卒業生 DM、育英会メールマガ

ジン、教育機関メーリングリスト、地域

版フリーペーパーなど活用。 

 本学客員教授 池上彰氏を起用し 

た説明会実施 

説明会では、修了生とのパネルディスカ

ッションを実施。リカレント受講後の変

化やリカレントの魅力を修了生が生の声

で伝えた。 

個別相談会（リモート）の実施 

ホームページへ個別相談会受付フォームを

設置。個別の相談に一対一で対応した。 

京都女子大学及び滋賀会場で 

対面説明会を実施 

リモートに加えて、滋賀会場にて対面で

の説明会を実施した。 

選 考 

面接の実施 

学ぶ意欲、受講目的と講座の合

致を基準に、応募者全員に面接

（リモート）を実施。選考基準

を定め、学内に選考委員会を設

置し、公平な選考につとめた。 

開講前コミュニケーション 

ホームページに受講生特設 

ページを設置 

気軽に質問できるフォームを鍵

付きで設け、コーディネーター

が対応。受講生の受講前の疑問

へ応えた。 

オリエンテーション実施 

動画を制作し、学習システムや

スケジュール、学習を進めるに

あたっての注意点などについ

て、受講前に受講生専用ページ

で公開した。 

オンライン中心の学習となるた

め、受講前から使い方への疑問

点や不安の解消につとめた。 

5 月～ ７月～８月 ９月 

連携機関と協働 広報・希望者への相談会実施 
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開講期間 講座終了後 

受講生同士のコミュニケーション促進・ 

受講生へのきめ細かなフォロー 
修了後のネットワーク構築 

リアルタイムオンライン授業(Zoom) 

ハイブリッド形式での授業実施 

授業後のアンケート実施 

出席確認と共に、各講義後には理解度を計るための 

アンケートを実施し、講師と共有した。またアンケ 

ート結果を受講生への迅速なフォローに役立てた。 

各リモート講義後、質問時間を設けて、コーディネー 

ターとティーチングアシスタントが対応した。 

（メールでの質問にも随時対応） 

ルでも対応。 

授業後のフォロー 

キャリアコンサルタントの資格を持つ経験豊富なコ 

ーディネーターと、パソコン講師である TA（ティー 

チングアシスタント）が受講生対応を行い、孤独に 

なりやすく、パソコン操作で迷いやすいオンデマン 

ド学習における不安を取り除けるように工夫した。 

キャリアカウンセリング 

今までのキャリアの振り返りや今後のキャリアビジョ 

ンを明確にすることを目的に、外部のキャリアコンサ 

ルタントによる面談（２回）を希望者に実施した。 

学びを振り返り、今後、学びをどう活かしていくか 

をパワーポイントにまとめ、一人ずつ 4 分のプレゼ 

ンテーションを行った。 

成果報告会での発表が自信を持ってできるようコー 

ディネーターとティーチングアシスタントで、オリ 

エンテーションや個別相談を実施。27 名中 20 名が 

大学で参加する盛会となった。 

コーディネーターと TA の呼びかけで交流会を開催。 

10/25 初回講義後はハイブリッド開催した。対面開催 

は 12/13 リカレントシンポジウム後、および 2/28 成 

果報告会後に実施。 

リモート開催は、3/7 修了後に実施。受講期間中に約 

２か月おきに交流会を持つことで、受講生同士のつな 

がりを強化した。また修了後も 2020 年度修了生有志 

が運営する自主分科会「修了生の会」（学び続ける 

会）へ関心を寄せ、つながりを求める受講生が多くい 

た。2025 年度修了生の希望者が「修了生の会」のメ 

ンバーに加わり、互いの学びを継続していく基盤がで 

きた。「修了生の会」は、３月 7 日（土）10 時～12 

時に実施し、既存修了生と 2025 年度修了生の混合交 

流会（リモート）が実現し、大変好評であった。 

 

専従のコーディネーターと TA が常駐 

ハイブリッド形式で成果報告会を実施 オンライン講義での工夫 

講義の 4 回を対面・リモートどちらでも受講できる 

ハイブリッド講義とした。講師と直接話せる対面授 

業を望む声は多く、関西在住の受講生中心に、大学 

で講義を受けた。教室に web360 度カメラを設置し、 

ライブ感を持たせた。 

フォローアップ 

10月～2 月 ２月～３月 

「今後、学びをどのように活かすのか？」を

テーマに開催 

今後のネットワーク構築を支援 

７月～８月 

グループディスカッション(ブレイクアウトルーム) 

ワークなどを取り入れた。座学だけでない講義で、

講師・受講生同士のコミュニケーションを重視。 
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３.志願/修了状況 

定員 志願者数 合格者数 定員充足率 修了者数 

25 名 37 名 28 名 132.1％ 27 名 

 

受講生 1 名が、「部署移動により、土曜出勤が増え受講困難になった。」と辞退を申し出た。 

2 月 22 日（日）コーディネーターと TA がリモートによる面談を行い「今回のリカレントは女性

活躍にとって、とても有益な学びと感じており、大変残念だが、職務に注力し、活躍を目指した

い。」との本人の意思を尊重し辞退を認めた。 

 

 

４.受講生の属性(n=28）

①年齢  

20代 3.6％ 

30代 32.1％ 

40代 32.1％ 

50代 28.6％ 

60代 3.6％ 

 

②子どもの有無  

いる 69.2％ 

いない 30.8％ 
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③子どもの年齢層  

未就学児 8.0% 

小学生 20.0% 

中学生・高校生 28.0％ 

大学生、専門学校生 20.0% 

社会人 16.0% 

無回答 8.0% 

 

④学歴  

 

 

 

 

⑤雇用形態  

 

 

 

  

高等学校卒 7.1％ 

短大・専門学校卒 21.4% 

4 年生大学卒 57.2% 

大学院卒 14.3% 

正規社員 75.0％ 

非正規社員 パート アルバイト 10.7％ 

自営業 7.1％ 

主婦 3.6％ 

起業準備中 3.6％ 
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⑥転職経験回数  

 

 

 

 

 

⑦居住地 

 

 

 

 

 

 

 

  

転職経験なし 21.4% 

1 回 10.8% 

2 回 21.4% 

3 回 21.4% 

4 回 21.4% 

5 回 3.6% 

関西圏以外から約 6 割
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⑧マネジメント経験の有無（入校時） 

 

 

 

  

0.00% 20.00% 40.00% 60.00%

あり

なし

管理職経験者率（％）

経験あり 42.86% 

経験なし 57.14% 
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５.プログラム全体への満足度（n=26） 

 

①自分のキャリアを考えるのに役立ったか。  

 

 

 

 

②実際の学びが目的に合っていたか。  

 

 

 

 

③リカレント教育課程全体への満足度  

 

 

 

 

④講座全体の難易度とカリキュラム指導への満足度  

④-1 教材カリキュラム、指導内容への満足度  

 

 

 

大変役に立った 76.9％ 

まあまあ役に立った 23.1％ 

役に立たなかった 0％ 

目的に合っていた 96.1% 

どちらともいえない 3.9% 

合っていなかった 0% 

大変満足 76.9％ 

おおむね満足 23.1％ 

大変満足 53.8％ 

おおむね満足 46.2％ 

満足度が 。

満足度が 。
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④-2 プログラムの難易度  

 

 

 

 

 

 

 

⑤マネジメント力への自信について 

⑤-1 入校時 マネジメント力への自信 ⑤-２修了時 マネジメント力への自信 

 

 

 

 

 

 

 

⑥リーダーシップ力への自信について 

⑥-1 入校時 リーダーシップ力への自信 ⑥-２修了時 リーダーシップ力への自信 

 

 

 

 

 

難しかった 11.5％ 

やや難しかった 34.7％ 

どちらともいえない 42.3％ 

簡単だった、やや簡単だった 11.5％ 

まあ自信がある 7.1％ 

あまり自信がない 75.0％ 

全く自信がない 17.9％ 

かなり自信がついた 15.3％ 

自信がついた 69.2％ 

あまり自信がない 15.3％ 

まあ自信がある 32.1％ 

あまり自信がない 53.6％ 

全く自信がない 14.3％ 

かなり自信がついた 23.1％ 

まあ自信がある 65.4％ 

あまり自信がない 11.5％ 

修了時には

入校時の

修了時には
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6.運営ポイント 

受講生のアンケートに見られる回答から、以下①から③のポイントが読み取れた。 

以下では、ポイントごとの実施事例を紹介する。 

 

① 世代・立場の異なる受講生同士や講師や運営も含めた“意見共有の場”を提供 

「意見交換・対話の場」を講義外でも設けることで、学習意欲が高まり、受講生の視野に広がり

がみえた。 

 

◆交流会の実施 

 第 1 回交流会：10 月 25 日（土）＊ハイブリッド開催 

 

心理的安全性のある環境についてコーディネーターが説明。一人ひとりが自己紹介を行っ

た。入校式後に、対面参加者 15 名は茶菓を楽しみながら交流を深めた。 

 

 

  

入校式の様子 
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 第 2 回交流会：12 月 13 日 ＊対面開催 

 

リカレントシンポジウムに対面参加した 14 名でこれまでの感想や、学習の進捗、進め方のコ

ツなどについて意見交換を行った。 

授業中のディスカッションを通じて、顔見知りの仲間が増えていることもあり、和やかな雰

囲気で会は盛り上がりをみせた。 

 

 

  

シンポジウム後交流会の様子 
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 第 3 回交流会：2 月 28 日 ＊対面開催 

 

成果報告会後に対面で参加の 20 名と福岡女子大学品川啓介（イノベーション・マネジメント

とデザイン思考講師）も加わった。京和菓子を愉しみながら成果報告会の感想を話し合い、

大いに盛り上がった。名刺交換を行い、今後の繋がりを確認する受講生が多く見られた。 

今後の繋がりを求める声が多く聞かれたことから、2020 年度修了生が立ち上げ、有志が継続

している自主分科会（学び続ける会）の案内を行い、今年度も希望者の多くが分科会の LINE

へ参加した。 

 

  

京和菓子を愉しむ交流会の様子 
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 修了生の会：3 月 7 日 ＊リモート開催 

 

修了後初めて、リモートにて 18 名が集った。今回は修了生の自主分科会（学び続ける会）の

有志が、それぞれの得意分野を活かしたミニ講座を開いた。内容は下記の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【知ることで強くなる未来準備講座 ～Building the Future～】 

１部 陶芸×地域の未来 

～東山で紡ぐ、ひと・文化のつながり～ 

２部 キャリア×制度 

～ライフイベントで損をしない知識を～ 

３部 マネー×自由  

修了生の自主分科会の様子 
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◆リカレントシンポジウム（選択科目）・ハイブリッド講義の実施  

12 月 13 日に本学客員教授 池上彰氏が登壇したリカレントシンポジウム（選択科目）を実施

し、リカレント教育についての理解を深めた。また 10 月 25 日、11 月 22 日、2 月 7 日、2 月

28 日をハイブリッド講義とし、大学へ来て学びたい希望の受講生に機会を与えた。 

ハイブリッド講義後には、対面での参加者へは、受講生同士だけでなく、講師やコーディネー

ター、TA とも自由にコミュニケーション出来る時間を設けた。 

 

  

リカレントシンポジウムの様子 

シンポジウム後集合写真 

ハイブリッド講義の様子 講義後のディスカッション 
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② アンコンシャス・バイアスを自覚するための講義・ワーク設計 

講座全体として体系的にアンコンシャス・バイアスへの自覚を促す構成を行い、ワークにより

気づきを促した。特に、以下の講義ではジェンダーギャップやアンコンシャス・バイアスへの

気づきを示す意見が多くみられた。 

 

◆連携大学及び女性教育機関が協同で実施したジェンダーダイバーシティ入門①～④の講義 

① 京都女子大学：リカレント教育とジェンダー平等の実現 

② 独立行政法人国立女性会館：ジェンダー視点と女性のエンパワーメント 

③ 宮城学院女子大学：地域女性とリーダーシップ 

④ 公益財団法人市川房枝記念会女性と政治センター：女性と政治 

～地域リーダーになるという選択～ 

 

リレー講義として提供することで、ジェンダーギャップの理解やアンコンシャス・バイアスへ

の気づき促すことができた。 

  

① 京都女子大学 学長竹安栄子 講義の様子 
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◆ロールモデルセミナー 

NTT 西日本提供講義：『～失敗から学ぼう！～女性が自分らしいリーダーとなるために』 

 

企業のロールモデルとして登壇した講師の経験談、特に失敗談を自身のキャリアと重ね合わせ

て共感し、改めて自身の持っていた固定観念（アンコンシャス・バイアス）へ気づいたとする

意見がみられた。 

 

  

ロールモデルセミナー講義の様子  
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③ 自己理解”や“他者尊重”の価値観を促す徳育 

講義が単なる知識提供だけではなく、意識と行動の変容を促す徳育をめざした。 

講座全体として、「自分を大切にする→周囲も尊重できる→社会が豊かに」 

という価値観の学びを実現し、「自己理解」「自己尊重」「他者尊重」「多様性の受容」など

の視点が受講生最終アンケートよりみえた。 

 

◆職場見学会（選択科目）の実施 

西日本電信電話(株) 実施日：11 月 25 日(火)13 時～16 時 

支援事業所 Kaien  実施日：11 月 10 日(月)13 時～16 時 

 

 

※平日の開催のため、仕事との調整が出来ない受講生が多く、参加者は全体の約 4割にとどまった。 

 

所属する企業とは異なる職場を見学し、事業内容や経営、職場での女性の働き方について知

り、見分を拡げる目的で実施した。 

関西圏だけでなく、九州や関東からの受講生も含まれるため、大阪、東京の 2 拠点を用意し

た。参加した受講生は、100％が「大変参考になった」と回答し、視野が広がったとの意見が多

かった。 

 

 女性が活躍されている会社の実像を垣間見ることができ、自社にも取り入れていければと

思った。 

 他の会社を見学する機会はないので新鮮だった。座談会では実際の自分の悩みにも答えて

いただき、回答がとても参考になった。 

 管理職の方の経験談が、今後の自身のキャリアを考える参考になった。 

事業所名 参加人数 

西日本電信電話（株）（大阪梅田グランフロント） 5 名 

障がい者就労移行・支援事業所 Kaien(カイエン)（東京） 7 名 
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◆ブレイクアウトルームを取り入れた双方向で対話する授業の実施 

各講義でアクティブに対話する時間を取り入れた。 

 可能な科目では、ブレイクアウトタイム時間を設け、受講生同士がグループディスカッシ

ョンを行った。 

 グループディスカッションを行うにあたり、入校時には、傾聴、積極的な参加、時間管理

などの基本的な説明や練習をコーディネーターが行った。また各講義では、TA が講師の

サポートを行うことで、スムーズなディスカッションが可能となった。 

 受講生からは、多様な経歴を持つ仲間と意見を交わすことが有意義だったとの意見が多数

みられた。 

 

 

 

 

  

NTT 西日本 職場見学の様子 

ブレイクアウトルームにて（少人数ディスカッションの様子） 
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◆キャリアカウンセリングの実施 

全国から受講があるためリモートで実施。希望者へ、自己理解を深め、将来のキャリアについ

てアドバイスを受けるキャリアカウンセリングの機会を設けた。キャリアコンサルタントは、

外部機関から招き、相談しやすい体制とし、1 人について 2 回のカウンセリングを受けられる

ように日程を設定した。 

１回目実施期間：11 月末～12 月初 参加人数 15 名 

２回目実施期間：1 月末～2 月初 11 名 

カウンセリングを利用した受講生からは、「自己理解に役立った」「今後のキャリアについて

方向性が見えた」と好評であった。 

 

 

 

◆成果報告会 

実施日：2025 年 2 月 28 日（土）13 時～16 時 

リモート参加者：６名   会場（対面）参加者：20 名 

 

このコースでは、「人のマネジメント」「組織のマネジメント」「時間のマネジメント」「戦

略的思考とリーダーシップ」など様々な分野のマネジメントに関し総合的に学んだ。その学び

で「自身に変化を感じたか？今後、どのように活かしていくか？」というテーマで、ひとり一

人が、パワーポイントを作成し、1 人 4 分の時間設定で、プレゼンテーション形式で発表し

た。成果報告会は、プレゼンテーションの機会として役立つだけでなく、自身を見つめ直し、

振り返る良い機会にもなっている。発表では、今後の目標を言語化し、上手く纏めている傾向

にあった。また、リカレントの学びから、今後も自身を高めるための学びを継続したいという

受講生が多く見られた 
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会場（対面）発表者の様子 リモート発表者の様子（会場モニタ－） 

成果報告会開会の様子 
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◆その他フォローアップ 

 

 開校前のフォローアップ（説明動画公開） 

受講生のみが閲覧できるページをリカレントホームページ内に設けた。開校前に、リカレント

の学びの概要が分かるように、動画を掲載し、資料と合わせて分かりやすく説明した。 

 

 講師との事前打ち合わせ 

講師とは、リモートにてコーディネーターと TA が事前打ち合わせを全ての科目で行い、スム

ーズに当日授業が進行していただけるよう心掛けた。講師とのコミュニケーションを深めたこ

とで、講師側からも安心して授業に臨め、より質の高い授業が実現できたとの声をいただけ

た。 

 

 授業後の質問タイム設置 

リモート講義後は、必ず毎回質問タイムを設け、コーディネーターと TA が質問にその場で対

応することで受講生の学習の不安を解消した。リモートをつないで対話形式で行ったため、個

別説明も可能となり、学習システムの質問などへより分かりやすく対応できた。 

 

 質問専用のボタンをホームページ内に設置 

リモート中心の講義は孤独になりがちだが、いつでも質問や相談ができる専用のページを設け

て、翌日までのメール返信をコーディネーターと TA で行った。 

「運営側のきめ細かい対応や伴走があったので、最後まで頑張れた」との感謝を示す意見が最

終アンケートや修了式後に多くみられた。 

 

 成果報告会前に PowerPoint 作成やプレゼンテーションの発表についてフォローアップ 

学びの集大成を発表する成果報告会へは、不安を示す受講生がみられた。2 月 7 日、成果報告

会の全体オリエンテーションを実施した後、2 月 14 日、2 月 21 日にも個別対応時間を設けた

ところ、多くの申し出があった。 

プレゼンテーションが初めての受講生もみられ、経験値が多様な受講生が安心して参加できる

ように心がけた。 
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7.講座一覧 
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8.時間割 
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9.シラバス  

ライフキャリアデザイン 
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人的資源管理 
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組織マネジメント 
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ロールモデルセミナー① 
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タイムマネジメント講座 
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イノベーション・マネジメントとデザイン思考Ⅰ 
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イノベーション・マネジメントとデザイン思考Ⅱ 
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ファイナンス入門 
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AI リテラシー 
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ジェンダーダイバーシティ入門①～④ 
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成果報告会 
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10.主な広告媒体 

①ホームページ 

リカレント講座の詳細、応募、ニュースによる活動報告まで、広告媒体として有効に活用した。 



 

37 

 

②リーフレット（表） 

連携先企業への配布を中心に、ホームページへの誘導をはかった。 
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リーフレット（裏） 


